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研究の概要 

本研究は、洋上風力発電施設とその周辺の海を活用し、電力をつくるだけでなく、海の環境を回復・向

上し、地域社会にも役立つ新しい海の使い方を実現することを目的とする。これまで洋上風力発電は

発電設備として考えられてきたが、本研究ではこれを「海の生物を育てる基盤」としても活用し、海の

価値を高める仕組みへと発展させることを目指す。 

まず、海の中で何が起きているかを正確に把握するために、水温や流れ、生物の分布などを継続的に

観測する仕組みを整える。水中カメラやセンサー、ドローンなどの技術に加え、AI を使った画像解析

も活用し、魚や海藻の変化を広い範囲で効率よく調べる方法を確立する。これにより、洋上風力発電が

海の環境にどのような影響を与えるのかをわかりやすく示すことが可能となる。 

次に、洋上風力発電施設の基礎部分などを利用して海藻を育て、藻場（海の森）をつくることで、魚

や貝などが増える環境を整備する。波の強い沖合でも安定して育つように設備や種苗を工夫し、育て

た海藻が周囲にも広がる仕組みを検証する。また、収穫した海藻を燃料や飼料、素材などとして活用す

る方法について検討し、その過程でどれだけ二酸化炭素を減らせるか、環境への負荷や経済性も含め

て評価を行う。こうした取り組みにより、海の資源を循環させながら環境と産業の両方に貢献する仕

組みを構築する。 

さらに、これらの取り組みが海の生物にどのような変化をもたらすのかを、将来も含めて予測する。

例えば、海藻が増えることで魚が集まるのか、生き物のつながり（食物連鎖）はどう変わるのかといっ

た点をモデル化し、海の環境の変化を科学的に評価する方法を構築する。また、海藻による二酸化炭素

の吸収効果についても予測し、気候変動の緩和にどれだけ役立つかを明らかにする。 

これらの成果をまとめることで、「海の自然を豊かにする（ネイチャーポジティブ）」「気候変動を抑

える（クライメートポジティブ）」「地域社会に利益をもたらす（ソーシャルポジティブ）」という三つ

の価値を同時に実現する新しい海の利用モデルを提案するとともに、これらが行政や地域、企業が将

来の海の使い方を考える際の指針となることを目指す。 
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研究の全体概要図 

 

 


